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Anti-therapeutic Function of the Transference
は じめ に
　 治療場面 にお いて,ク ライエ ン ト(以 下Cl)
が繰 り広げ る転移 反応 には,Freud,　S.が 二重の
力(twofold　 power)と 称 したよ うに,治 療的側
面 と防衛的側 面が ある。つ ま り,『転移反応は分
析家 に,近 づ きが たい患者の過去や無意識 を探
究す るはか りしれ ない貴重 な機会 を提供す ると
同時 にe作 業に対 して最 も危険な妨害 とな る抵
抗 を引 き起 こす(Freud,　 S.,1912)。 』すなわち,
転移 とは過去の重要 な対象,特 に両親 に関す る
未解決 な葛藤 の経験 が,現 在の対象 に無意識の
うちに置 き換 え られ,反 復 された不適切 な反応
である。治療者は この転移 を通 して,Clの 幼少
期か らの葛藤や苦悩 を理解す るこ とがで きる。
しか し同時に,転 移 には意識化 しが たい過去の
想起 を防衛 す るとい う抵抗機能 も持 ち合 わせて
いる。
　転移 が,治 療過程 の促進 を遮 るような抵抗 と
して機能 してい る場合 を,特 に転移抵抗 と言 う。
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転移抵抗 は他 の分析作業 よ りも,よ り多 くの時
間 を要す る。十分 に転移抵抗 が分析 されなけれ
ば,分 析 が中断 した り,停 滞す る原因 となるの
である。一方,転 移抵抗が効果的に分析 された
な らば,最 も実 りあ る分析作業 となるであろう
(Greenson,　 R.,1967)。　Clの 転移が強力な抵抗
として働 いてい る場合,転 移 は治療場面 におい
て反治療 的機能 を色濃 く示す こ とにな るのであ
る。
　 また,上 述 したようなClの 転移抵抗 と同様の
現象が,治 療 者側 に も起 こ り得 る。Greenson,　R.
(1974)に よる と,逆 転移 とはClに 対す る治療
者の転移反応 であ り,治 療者 の過去の未解決の
神経症 的葛藤 に由来す る。 そ して,治 療者の逆
転移が治療場面において抵抗 として機能する場
合,そ れ は治療 の妨 げ とな る。
　本論 では,こ の ような転移 の反治療的機能に
ついて,五 名の研 究報告 を以下に掲載す る。
　 なお,以 下論 中の治療者(Th),カ ウンセラー
(Co),分 析家,及 び,ク ライエ ン ト(Cl),患
者の用語につ いては,表 現上 の違 いであ り,同
義の もの とす る。
研究報告1
　精神分析 的心理療法 とは,ク ライエ ン ト(以
下Cl)の 転移 反応 を発展,促 進 させ,　Cl自 らが
転移 を分析 で きるよ うにセ ラピス ト(以 下Th)
が働 きかけ るとい うもの である。ClはThと い
う新 しい(new　 object)と の対象関係 を通 して,
現在の苦悩 の源 にある抑圧 された,見 過 ごされ
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